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河辺町 1～3 丁目地区におけるグリーンスローモビリティの実証運行に関

する地元自治会との協議結果

○令和５年7月19日（水）に、河辺町南自治会館において、河辺町１～３丁目の自治会関係

者などを対象に、公共交通施策の実施に係る協議を行いました。

○テーマは河辺町1～3丁目地区におけるグリーンスローモビリティの実証運行（令和5年

度）の取り組みについてです。
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1 打ち合わせ会の概要

○以下のとおりです。

2 配布資料︓河辺町１〜３丁⽬地区における新たな公共交通の導⼊に向けたグリ
ーンスローモビリティの実証運⾏に関するワークショップ

○次ページ以降に示します。

１ 日時
令和５年７⽉１９⽇（⽔）午後７時〜午後８時２５分

２ 会場
河辺町南⾃治会館（⻘梅市河辺町２丁⽬１０２６番地）

３ 出席者
地域住⺠等 ︓計16名
⻘梅市市⺠安全部交通政策課 ︓河村、髙橋
株式会社アルメック ︓髙尾、倉岡、今井

４ 配布資料
・河辺町1〜3丁⽬地区における新たな公共交通の導入に向けたグリーンスローモビリティの
実証運⾏に関するワークショップ（スライド投影）

・参考資料1 令和2年度河辺1〜3丁⽬地区̲地域住⺠アンケート調査結果
・考資資料2 河辺町１〜３丁⽬地区における収⽀の試算等
・参考資料3 グリーンスローモビリティ試乗イベント（令和5年1⽉）
・⻘梅市地域公共交通計画̲概要版（冊⼦）

５ 打ち合わせ会
1．課⻑あいさつ
2．資料説明
（１）令和２年度実施「新たな地域公共交通の利⽤意向に関するアンケート調査」の報告
（２）令和４年度のグリーンスローモビリティ試乗イベントの報告
（３）令和５年度の取組みについて
３．意⾒交換

河辺町南自治会館前

（停留所設置を想定）

打ち合わせ会の様子
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3 意⾒交換の概要

（１）運転形態

【今回は定時定路線、運賃を無料とする】

・足の不自由な高齢者などを考慮し、自宅に近いところから乗車できる予約制にしては

どうか。

（２）フリー乗降

【今回は定時定路線として停留所を設ける】

・フリー乗降はできないか。

⇒交通管理者から「道路が狭い地域のため路上での乗降は認められない、路外で乗

降すること」と指導されているので、フリー乗降は難しい。（青梅市回答）

・家から２～３歩のところに乗降場があるとよい。

（３）雨など

【今年１月の試乗イベントでは「寒い」という声が多かった】

・冬場は寒く、雨になると大変なので対策をしてもらいたい。

⇒風・雨除けのカーテン（エンクロージャー）をひくことができる。（青梅市回答）

・悪天候の際の運行休止の周知が課題だ。

・高齢者のことも考慮し、運休等の情報提供方法を検討してほしい。

・気温や天気は1年通じて変わる。令和6年度では違う時期に実証運行を行い、影響を

把握するとよい。

（４）運行時間

【説明では１０時～１６時をベースに６時間程度と説明】

・高齢者は8時、9時に病院に行くケースが多い。より早い時間帯から運行したほうがい

い。

（５）ルート

【河辺駅～河辺町１丁目方面など「３路線」を設ける旨説明】

・往復型だと駅まで遠くなる地点がでるので、途中で折り返さずJR青梅線際を平行に

結ぶ市道などを走り、河辺駅南口を起終点に地域を大きく丸く結ぶ循環型も考えられ

ないか。

・千ヶ瀬河辺下通りは、朝夕にかなり交通量があり、なかにはスピードを出している車両

もみられる。このため、この通りより南の道路をルートにした方が良いのではないか。

・河辺町１～３丁目地区から青梅市立総合病院へそのまま行けるようなルートはできな

いか。

・西ルートと東ルートを乗り継げるようにすると河辺町１～３丁目間を移動できる。
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⇒今回の実証運行は各地区から河辺駅に至る行程を予定している。車両が１台しか

ないことなどから、乗り継ぎについては特段考えないこととしたい。（青梅市回答）

・東ルートの南白はけ公園外周でターンするのは難しい。

⇒都道の通行は行わないことから、ターンの方法については別の方法を考えたい。

（青梅市回答）

（６）停留所

【河辺駅から坂を下りるまでは無停車とし、

千ヶ瀬河辺下通りでの停留所設置などを提起した。】

・アンケートでも病院と買い物で利用したいという意見がある。そのような施設と連携し

て停留所を確保するとよい。

・東ルートの東端をドラッグセイムス青梅河辺６丁目店（ドラッグストア）にしたらどうか。

自治会からも交渉に同行することは可能である。

⇒病院や商店との連携、東端の場所については地元自治会の方のご支援もいただき

ながら工夫の上、確保していきたい。（青梅市）

・店舗でもマンションでも停留所が設置できたらメリットがあるので、交渉すれば可能だ

と思う。マンション住民も高齢化しているので、その駐車場などで乗降できれば利用し

ていただける可能性がある。

・市役所と自治会で連携して交渉していくことが必要だ。

・春日神社とシルバー人材センターの間は距離が短いので、停留所はいらないのでは

ないか。

・住友金属鉱山アリーナ青梅（市立総合体育館）は停留所として頼めるのではないか。

そこが使えれば、病院には簡単に歩いて行けるので便利だ。


